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原子炉施設の廃止措置準備作業における放射化放射能評価は、準備作業の最上流で実施され、その評価結
果は後の作業工程で参照される。廃止措置対象の原子炉施設における放射化コンクリートは、放射能のレ
ベルは比較的低いが物量が多く、工法、工程及び費用などに与える影響が大きいことから、その評価の信
頼性は極めて重要である。コンクリートの放射化放射能評価の信頼性向上に資するため、異なる組成のコ
ンクリートに対して、コンクリート内の中性子透過及び放射化挙動を 3 次元粒子輸送モンテカルロコード
PHITS と放射化計算コード DCHAIN-SP を用いて評価した。 
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1. 緒言 

原子炉施設において最も多くの物量を占めるコンクリートの組成は、施設毎に用いられる骨材が異なっ
ている。一方、コンクリート内の中性子束分布や放射化放射能量は用いられるコンクリートの材料に大き
く依存する。本研究では、異なる組成のコンクリートに対して、コンクリート内の中性子透過及び放射化
挙動を 3 次元粒子輸送モンテカルロコード PHITSと放射化計算コード DCHAIN-SP を用いて評価した。 

2. 目的 

国内における岩石の存在割合から推定されたコンクリートの組成を参照し、それぞれの組成に対して中
性子束分布をモンテカルロ計算コード PHITS[1]用いて評価した。また、この中性子分布を用いて標準的な
コンクリートの組成に対して放射化放射能濃度を誘導放射能計算コードDCHAIN-SP[2]を用いて計算を行い、
中性子束分布及び放射化放射能分布の組成依存性を把握する。 

3. 手法 

3-1 PHITSの妥当性評価 

本研究では、PHITS を用いて中空のコンクリートの球体系[3]を作成し、球中心にある U-235 核分裂中性
子源を用いて中性子輸送計算を行った。そのとき分散低減法として Weight Window Generator を用いそのう
ち 1ケースに対して ANISIN と MCNP の結果[3]と比較を行い計算の妥当性を確認した。 

3-2 コンクリート組成変化 

複数のコンクリート組成[４] (砂岩、砂利、安山岩、粗面岩、石灰岩、輝緑岩、花崗岩、粘板岩及び標準コ
ンクリート組成 F02HT)、においてそれぞれのケースごと輸送計算を行いコンクリート組成が中性子フラッ
クスに及ぼす影響を調べる。また標準コンクリート組成に関しては水分量も変化させて評価を行った。 

3-3 コバルト放射化放射能評価 

コンクリート不純物として Co-59 を含有させ、DCHAIN を用いて放射化計算を行い、放射化した Co-60

放射能を計算し同様にコンクリート組成が放射化放射能量に及ぼす影響を調べた。 
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